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平成２７年第１回定例会 

 

三 沢 市 議 会 会 議 録 

 

第４号（平成２７年３月１２日） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程 

  （予算審査特別委員会審査報告） 

第１ 議案第１号 平成２７年度三沢市一

般会計予算 

第２ 議案第２号 平成２７年度三沢市国

民健康保険特別会計予算 

第３ 議案第３号 平成２７年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算 

第４ 議案第４号 平成２７年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算 

第５ 議案第５号 平成２７年度三沢市下

水道事業特別会計予算 

第６ 議案第６号 平成２７年度三沢市介

護保険特別会計予算 

第７ 議案第７号 平成２７年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算 

第８ 議案第８号 平成２７年度三沢市水

道事業会計予算 

第９ 議案第９号 平成２７年度三沢市立

三沢病院事業会計予算 

───────────────── 

  日程第１から日程第９までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （補正予算審査特別委員会審査報告） 

第10 議案第10号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第５号） 

第11 議案第11号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第５号） 

第12 議案第12号 平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第２号） 

第13 議案第13号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号） 

第14 議案第14号 平成２６年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

第15 議案第15号 平成２６年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

３号） 

第16 議案第46号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第６号） 

───────────────── 

  日程第１０から日程第１６までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （条例等審査特別委員会審査報告） 

第17 議案第16号 三沢市行政手続条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第18 議案第17号 地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定に

ついて 

第19 議案第18号 三沢市教育委員会教育

長の勤務時間等に関する条例の

制定について 

第20 議案第19号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市
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教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

第21 議案第20号 職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制

定について 

第22 議案第21号 三沢市手数料条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第23 議案第22号 三沢市いじめ防止対策

審議会条例の制定について 

第24 議案第23号 三沢市就学指導委員会

条例の一部を改正する条例の制

定について 

第25 議案第24号 三沢市屋内ゲートボー

ル場条例の制定について 

第26 議案第25号 三沢市古間木運動広場

条例を廃止する条例の制定につ

いて 

第27 議案第26号 三沢市駐車場条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第28 議案第27号 三沢市駅前広場設置条

例の一部を改正する条例の制定

について 

第29 議案第28号 三沢市ケーブルテレビ

ジョン施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について 

第30 議案第29号 三沢市保育の実施に関

する条例を廃止する条例の制定

について 

第31 議案第30号 三沢市保育所設置条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて 

第32 議案第31号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第33 議案第32号 三沢市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定

について 

第34 議案第33号 三沢市指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制

定について 

第35 議案第34号 三沢市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例

の制定について 

第36 議案第35号 三沢市包括的支援事業

の実施に関する基準を定める条

例の制定について 

第37 議案第36号 三沢市農民研修セン

ターの設置及び管理に関する条

例を廃止する条例の制定につい

て 

第38 議案第37号 三沢市新産業創造支援

センター条例の制定について 

第39 議案第38号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第40 議案第39号 三沢市下水道条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第41 議案第40号 三沢市立三沢病院事業

職員の給与の種類及び基準に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について 

第42 議案第41号 三沢市消防団条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第43 議案第42号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市漁民研

修センター及び三沢市漁民厚生

施設） 

第44 議案第43号 公の施設の指定管理者
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の指定について（三沢市漁港機

能施設） 

第45 議案第44号 青森県市町村職員退職

手当組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村職

員退職手当組合規約の変更につ

いて 

第46 議案第45号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について 

───────────────── 

  日程第１７から日程第４６までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （本定例会に追加提出された事件） 

第47 議案第4７号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて 

───────────────── 

  日程第４７の議事 

   １．提案理由の説明 

   ２．委員会付託省略 

   ３．質疑・討論省略 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （本定例会に追加提出された事件） 

第48 議員提出議案第１号 三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例

の制定について 

───────────────── 

  日程第４８の議事 

   １．提案理由の説明 

   ２．委員会付託省略 

   ３．質  疑 

   ４．討  論 

   ５．採  決 

───────────────── 

第49 基地対策特別委員会中間報告 

第50 三沢駅周辺地域等活性化対策特別委

員会中間報告 

第51 総務文教常任委員会所管事務調査報

告 

第52 産業建設常任委員会所管事務調査報

告 

第53 民生常任委員会所管事務調査報告 

第54 議員の派遣について 

───────────────── 

◎本日の会議に付した事件 

  （予算審査特別委員会審査報告） 

第１ 議案第１号 平成２７年度三沢市一

般会計予算 

第２ 議案第２号 平成２７年度三沢市国

民健康保険特別会計予算 

第３ 議案第３号 平成２７年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算 

第４ 議案第４号 平成２７年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算 

第５ 議案第５号 平成２７年度三沢市下

水道事業特別会計予算 

第６ 議案第６号 平成２７年度三沢市介

護保険特別会計予算 

第７ 議案第７号 平成２７年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算 

第８ 議案第８号 平成２７年度三沢市水

道事業会計予算 

第９ 議案第９号 平成２７年度三沢市立

三沢病院事業会計予算 

───────────────── 

  日程第１から日程第９までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （補正予算審査特別委員会審査報告） 

第10 議案第10号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第５号） 

第11 議案第11号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第５号） 

第12 議案第12号 平成２６年度三沢市食
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肉処理センター特別会計補正予

算（第２号） 

第13 議案第13号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号） 

第14 議案第14号 平成２６年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

第15 議案第15号 平成２６年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

３号） 

第16 議案第46号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第６号） 

───────────────── 

  日程第１０から日程第１６までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （条例等審査特別委員会審査報告） 

第17 議案第16号 三沢市行政手続条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第18 議案第17号 地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定に

ついて 

第19 議案第18号 三沢市教育委員会教育

長の勤務時間等に関する条例の

制定について 

第20 議案第19号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

第21 議案第20号 職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制

定について 

第22 議案第21号 三沢市手数料条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第23 議案第22号 三沢市いじめ防止対策

審議会条例の制定について 

第24 議案第23号 三沢市就学指導委員会

条例の一部を改正する条例の制

定について 

第25 議案第24号 三沢市屋内ゲートボー

ル場条例の制定について 

第26 議案第25号 三沢市古間木運動広場

条例を廃止する条例の制定につ

いて 

第27 議案第26号 三沢市駐車場条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第28 議案第27号 三沢市駅前広場設置条

例の一部を改正する条例の制定

について 

第29 議案第28号 三沢市ケーブルテレビ

ジョン施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について 

第30 議案第29号 三沢市保育の実施に関

する条例を廃止する条例の制定

について 

第31 議案第30号 三沢市保育所設置条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて 

第32 議案第31号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第33 議案第32号 三沢市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定

について 

第34 議案第33号 三沢市指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制



― 81 ―

定について 

第35 議案第34号 三沢市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例

の制定について 

第36 議案第35号 三沢市包括的支援事業

の実施に関する基準を定める条

例の制定について 

第37 議案第36号 三沢市農民研修セン

ターの設置及び管理に関する条

例を廃止する条例の制定につい

て 

第38 議案第37号 三沢市新産業創造支援

センター条例の制定について 

第39 議案第38号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて 

第40 議案第39号 三沢市下水道条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第41 議案第40号 三沢市立三沢病院事業

職員の給与の種類及び基準に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について 

第42 議案第41号 三沢市消防団条例の一

部を改正する条例の制定につい

て 

第43 議案第42号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市漁民研

修センター及び三沢市漁民厚生

施設） 

第44 議案第43号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市漁港機

能施設） 

第45 議案第44号 青森県市町村職員退職

手当組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村職

員退職手当組合規約の変更につ

いて 

第46 議案第45号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について 

───────────────── 

  日程第１７から日程第４６までの議事 

   １．委員長の審査報告 

   ２．委員長報告に対する質疑 

   ３．討  論 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （本定例会に追加提出された事件） 

第47 議案第4７号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて 

───────────────── 

  日程第４７の議事 

   １．提案理由の説明 

   ２．委員会付託省略 

   ３．質疑・討論省略 

   ４．採  決 

───────────────── 

  （本定例会に追加提出された事件） 

第48 議員提出議案第１号 三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例

の制定について 

───────────────── 

  日程第４８の議事 

   １．提案理由の説明 

   ２．委員会付託省略 

   ３．質  疑 

   ４．討  論 

   ５．採  決 

───────────────── 

第49 基地対策特別委員会中間報告 

第50 三沢駅周辺地域等活性化対策特別委

員会中間報告 

第51 総務文教常任委員会所管事務調査報

告 

第52 産業建設常任委員会所管事務調査報

告 

第53 民生常任委員会所管事務調査報告 

第54 議員の派遣について 

───────────────── 
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◎出席議員（１８名） 

議長    １番  小比類巻 雅 彦 君 

副議長   ９番  野 坂 篤 司 君 

２番  髙 橋 武 志 君 

３番  加 澤   明 君 

４番  奥 本 菜保巳 君 

５番  瀬 崎 雅 弘 君 

６番  澤 口 正 義 君 

７番  鈴 木 重 正 君 

８番  太 田 博 之 君 

１０番  春 日 洋 子 君 

１１番  西 村 盛 男 君 

１２番  堀   光 雄 君 

１３番  小比類巻 正 規 君 

１４番  舩 見 亮 悦 君 

１５番  馬 場 騎 一 君 

１６番  山 本 彌 一 君 

１７番  堤   喜一郎 君 

１８番  森   三 郎 君 

───────────────── 

◎欠席議員（０名） 

───────────────── 

◎説明のため出席した者（２６名） 

市     長  種 市 一 正 君 

副  市  長  米 田 光一郎 君 

政策財政部長  中 西 敬 悦 君 

総 務 部 長  佐々木 卓 也 君 

民 生 部 長  宮 古 直 志 君 

健康福祉部長  小 泉 富 男 君 

経 済 部 長  大 澤 裕 彦 君 

建 設 部 長  沼 山   明 君 

上下水道部長  今 村 哲 也 君 
建 設 部 参 事            

  高 橋 常 幸 君 
兼都市整備課長            

財 政 課 長  伊 藤 徹 也 君 

総 務 課 長  佐々木   亮 君 

秘 書 課 長  田 島 一 雄 君 

国保年金課長  小 泉 厚 子 君 

介護福祉課長            
兼いきいきデイ  山 﨑   徹 君 

センター所長            

農 政 課 長  工 藤 雅 則 君 

企業立地推進室長  皆 川   智 君 

土 木 課 長  浪 岡 博 司 君 

下 水 道 課 長  澤 田   潤 君 

三沢病院事務局長  小比類巻 雄 一 君 

消  防  長  葛 西 順 一 君 

教 育 委 員 長  宮 野 楠 見 君 
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午前１０時００分 開議   

○議長（小比類巻雅彦君） 出席議員は定足

数に達しておりますので、会議は成立いたし

ます。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 議案第１号から 

   日程第９ 議案第９号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 議案

第１号平成２７年度三沢市一般会計予算から

日程第９ 議案第９号平成２７年度三沢市立

三沢病院事業会計予算までの計９件を一括議

題とします。 

 予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

○１７番（堤 喜一郎君） 通常であれば、

いつもの議会であれば、当初予算というのは

すんなりと通ってきた経緯がございますけれ

ども、今回は各委員からさまざまな意見が出

されました。市長からもたびたび答弁もいた

だきました。 

 その結果、可決は可決でありましたけれど

も、どうしても質問する側と答弁する側で相

入れない面がございまして、特に先端産業研

究施設等整備事業についてはさまざまな質疑

が行われました。 

 そこで、採決となりまして、賛成８、反対

６というような結果になったということは申

し添えておきます。 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 なお、議案第１号及び議案第６号に対する

討論の通告がありますので、１議案ごとに討

論を行います。 

 最初に、議案第１号平成２７年度三沢市一

般会計予算に対する討論を行います。 

 発言を許します。 

 奥本菜保巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第１号

平成２７年度三沢市一般会計予算の中身につ

いて、一部反対の立場で討論いたします。 

 私たちを取り巻く社会情勢と経済動向の見

通しは、依然として厳しいものとなっていま

す。とりわけ、消費税８％の増税と値上げ

ラッシュの食品、生活必需品などの物価上

昇、社会保障への税負担などが重くのしか

かっております。 

 働く人の実質賃金は、１７カ月連続で減少

し続けています。有効求人倍率は、三沢管内

でも高い状況が続いておりますが、その中身

を見ると、離職率の高い業種、介護職などが

多く、ほとんどが準社員やパートなどの低賃

金の仕事で占められています。そのため、逆

に人手不足の現象が起こっています。 

 また、特に地方における民間の個人事業者

と、そこで働く方々にとっては、大変厳しい

状況が続いています。 

 しかし、公務員の方々は、そのような状況

への認識が乏しいのではないでしょうか。平

成２７年度の予算の中身を見ると、そうした

配慮が見受けられないのです。 

 私は以前から、三沢市は低所得者層に対し

て自己責任論で対応されているように感じて

いました。税の公平性から見て、税金を使っ

て一部の人たちのために、生活支援にお金は

使えない。もっと努力をして、自分で何とか

すべきという考え方が根底にあるように感じ

ています。 

 しかし、ここで改めて考えていただきたい

のです。この日本社会は、税の再分配で成り

立っています。三沢市も自治体レベルで言え

ば低所得者層と同じです。自力で賄える自主

財源はたった４０億円程度です。あとは国と

県などの地方交付税や補助金で何とか賄って

いる人口４万人程度の小さい貧しい自治体で

はありませんか。そのほとんどを国に頼って

います。その交付金は国民の税金です。 

 要するに、自己責任論では、三沢市だって



― 84 ―

成り立たないのです。身の丈以上の箱物をつ

くりたいから補助金を出してほしいと国など

に要請行動をしているではありませんか。そ

れだって国民の税金です。 

 財政力の弱い自治体へは、きちんと税の再

分配をして、手当てするという仕組みで、助

け合いの精神で小さい自治体は支えられてい

ます。そうであれば、個人だって同じではあ

りませんか。自力で賄えない方々に対し、税

の再分配で手当てすることは、この日本社会

では当たり前の仕組みであると思います。 

 だから今回、国では、地域住民生活等緊急

支援のための交付金として、地域の経済活性

化と低所得者への生活支援のために支給する

としています。 

 元来、日本人は、困った人を見たら助ける

ということを美徳とする文化を持っていたは

ずです。私は、自己責任論という考えが嫌い

です。自己責任論では、社会全体を豊かにす

ること、三沢市を豊かにすることはできませ

ん。人を大切にしない自治体は衰退していく

と思います。 

 よって、長寿祝い金の減額はやめるべきで

す。必要がないという方は、辞退すること

も、もらわず寄附するという選択肢もありま

す。 

 また、低所得者への生活支援、例えば住宅

手当の補助、わんぱく米の母子家庭への拡

充、福祉灯油等の手当てなどの政策が必要で

あると思います。しかし、予算の中には、三

沢市独自の具体的な生活支援策が見受けられ

ません。 

 よって、私は、平成２７年度予算に対し、

一部反対を表明いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、加澤明議

員。 

○３番（加澤 明君） 議案第１号平成２７

年度三沢市一般会計予算について、賛成の立

場で討論いたします。 

 平成２７年度三沢市一般会計予算は２３９

億２,１００万円、前年度との比較では３０億

７,９００万円の増となっており、過去最大の

規模となっております。 

 それは、皆様も御存じのように、(仮称)三

沢市国際交流スポーツセンター整備事業、古

間木団地建てかえ事業、有線放送施設整備事

業などの大型事業予算が計上されたことが、

予算規模を押し上げる一つの要因となってお

ります。 

 しかしながら、これらの事業は、当市のス

ポーツ振興と地域活性化を図るための施設、

住民福祉の向上を図るための施設として、重

要な施設であると考えております。 

 さらに、これらの事業実施については、防

衛省や国土交通省の補助金または交付金を活

用するなど、財源の確保にも積極的に取り組

んできたものと思われるものであります。 

 財源については、事業費全体を補助金また

は交付金で賄えるわけではなく、ある程度の

一般財源の投入はやむを得ないものと認識し

ておりますが、このように平成２７年度の予

算が大幅に増額になることは、数年前から明

らかであり、我々議会としても、そのことを

理解して、各事業や予算を承認してきた経緯

もあります。 

 一部には、スポーツセンターなど、いわゆ

る箱物に予算が取られて、福祉等の住民サー

ビスに予算が回らなくなるのではないかと指

摘される方もいるかもしれませんが、平成２

７年度一般会計予算において、特に福祉の予

算については、新しい子ども・子育て支援制

度に対応する予算措置がなされるとともに、

各種の福祉サービスに必要な予算がしっかり

と計上されており、民生費だけを見ても、昨

年度の比較で約６,２９０万円の増額となって

おります。 

 また、前年度に引き続き、快適な環境で勉

強に励んでもらうための小中学校のトイレ、

暖房設備の改修事業や、生活に便利なまちづ

くりを目的としたバス停環境整備事業、市道

整備事業等にも所要の予算が計上されており

ます。 

 以上のように、大型事業で予算が膨らむ中

において、しっかりと財源確保がなされ、市
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民の福祉向上などに重点を置き、暮らしやす

いまちづくりのための十分な予算が計上され

ているものであり、私は、この平成２７年度

三沢市一般会計予算に賛成の意を表するもの

であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、山本彌一

議員。 

○１６番（山本彌一君） 議長のお許しをい

ただきましたので、議案第１号平成２７年度

三沢市一般会計予算について、反対の立場で

討論をさせていただきます。 

 今議会に上程された本市の予算規模は２３

９億２,１００万円で、前年度当初予算額に比

較し３０億７,９００万円、１４.９％増と相

なっております。 

 予算を編成する場合に最も肝要なことは、

限りある財源を効率的に配分し、節度ある財

政運営を図ることであります。したがって、

所要経費を可能な限り適正に算定をし、計上

されなければなりません。 

 なお、最小の経費をもって最大の効果を上

げることが、当然要請されます。 

 しかし、平成２７年度一般会計予算の中

で、旧八戸工科学院三沢校整備事業につい

て、財政的な取り組み及び行政統制手段な

ど、執行部の事業活動の有機的連携に大きな

疑問を禁じ得ません。 

 その１点目は、目指す研究開発を支援する

新産業支援センターの取り組みを考えても、

既に先端産業の創造に向け、株式会社八戸イ

ンテリジェントプラザを、国、県、市をはじ

め民間企業、そして金融機関等で構成され、

研究開発に必要な最先端機器を有し、本市も

多額の投資をして会員となっていて、なぜ活

用を図らないのか、疑問が残ります。本市の

新たな産業支援センターへの取り組みは、市

民の血税の効率性に反するものであります。 

 次に、２点目は、当該施設は工科学院の閉

校に伴い、３年以上も放置され、損傷も激し

く、何よりも建築経過年数が、長いもので３

４年から、短いもので１９年を経過していま

す。 

 また、１棟を除き、３棟は耐震基準が不明

であり、拙速に進めることは、近い将来、市

の管理費など、負担増大につながります。 

 次に、３点目は、対象となっている当該施

設は、現在、県が所有者であり、所有権移譲

に係る仮契約はおろか、最低限の同意書すら

得られていない中で、市が巨額の費用を要す

る改修工事の発注事務を進めていることは異

常であります。 

 以上の理由から、議案第１号平成２７年度

一般会計予算は認めがたく、反対するもので

あります。 

 以上で、私の反対討論を終わります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、瀬崎雅弘

議員。 

○５番（瀬崎雅弘君） 私は、議案第１号平

成２７年度三沢市一般会計予算について、賛

成の立場で討論いたします。 

 人口減少問題や東京圏への人口集中の対応

を目的に、先般、まち・ひと・しごと創生法

が施行されたところでありますが、今後は各

自治体における企業誘致活動がますます激化

していくことが予想されます。 

 このような中、当該予算に計上されました

旧八戸工科学院三沢校整備事業は、将来的な

三沢市産業発展のための重要な事業だと思い

ます。 

 先日の予算審査特別委員会において問題と

された、株式会社八戸インテリジェントプラ

ザについて私なりに調べたところ、三沢市で

は、八戸地域の産業高度化を支援する中核的

推進母体として、独立行政法人中小企業基盤

整備機構、関係自治体及び地域企業などによ

り平成元年５月に設立された第三セクター・

株式会社八戸インテリジェントプラザの株主

となっており、全２万７,４１６株中の三沢市

の持ち株は２５０株であります。 

 この株式会社八戸インテリジェントプラザ

の事業の一つとして、地域連携をテーマとし

た各種セミナーや、新しい産業をテーマとし

たフォーラムが行われており、三沢市も機会

を捉えて積極的に参加し、三沢市の誘致企業
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も同プラザの会員として活動しているなど、

同プラザと当市とは密接な関係が構築されて

おります。 

 また、同プラザでは、地域企業への研究開

発室の貸与や研究開発のコーディネートなど

を行う、研究開発支援事業を行っており、研

究開発室の広さは４４平方メートルとなって

おり、設備が充実した施設であります。 

 しかしながら、市の担当が企業に対し、研

究開発室として入居するとした場合に必要な

広さについて調査したところ、同プラザの面

積では十分ではないとのことであり、今回取

得する旧八戸工科学院三沢校の広さが、企業

へ提供できる広さがあると聞いております。 

 建物については、人が常駐する校舎棟は平

成８年に建設され、ことしで１９年経過して

おりますが、建築基準法では、鉄筋コンク

リート造の同施設の耐用年数は４７年と定め

られており、あと２７年使用可能とされてお

り、青森県が実施した耐震診断では、耐震性

があると診断されております。 

 また、通常は人がいない他の施設につきま

しては、耐震診断が実施されていませんが、

このたびの整備事業において、必要性が認め

られる箇所には補強工事を行い、緊急時には

速やかに避難できるような表示をするととも

に、避難訓練を定期的に実施するなど、施設

全体の安全性の確保に努めると聞いておりま

す。 

 さらに、土地の所有権については、三沢市

財務規則第１３３条によりますと、契約担当

者は、工事に関し必要な土地その他の物件に

ついて、所有権、地上権その他の権利を取得

した後でなければ、当該工事を施工してはな

らない。ただし、やむを得ない理由がある場

合において、当該所有権利者から工事起工の

同意を得たときは、この限りでないとありま

す。 

 通常は、所有権移転後でなければ工事着手

できない旨が規定されておりますが、市は、

同条ただし書きに基づき事務を進め、県から

の同意書の送付を受けた後に入札を行うこと

としており、手続的には何ら問題ないもので

あります。 

 以上の理由から、旧八戸工科学院三沢校整

備事業は、三沢市で始まる新たな企業を支援

し、将来的に三沢市産業発展のために必要不

可欠な施設であると考え、当該議案に対し賛

成するものであります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、議案第

１号平成２７年度三沢市一般会計予算に対す

る討論を終わります。 

 次に、議案第６号平成２７年度三沢市介護

保険特別会計予算に対する討論を行います。 

 発言を許します。 

 奥本菜保巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第６号

平成２７年度三沢市介護保険特別会計予算に

ついて、反対の立場で討論いたします。 

 今回、介護保険事業に当たって、平成２７

年度から平成２９年度の３年間、第６期分に

対して介護保険料の値上げを行っての予算編

成となっています。 

 私は、かねてから介護保険料の値上げに反

対の立場であり、市に対して要求してきまし

た。なぜかといえば、６５歳以上の方々に

とって、また、年金のみで生活する方々に

とって、容赦なく天引きされる介護保険料の

負担は大変重くなっているからです。年間受

け取る年金額が８０万円程度でも、年間７万

１,６００円、約１割近くも引かれます。 

 また、それに加え、国保税や後期高齢者医

療保険料も払わなければなりません。少ない

国民年金のみでは、ほとんど残らないと嘆い

ている方もいらっしゃいます。介護サービス

を受けないまま、高い保険料だけを支払って

いる方もいます。 

 この介護保険制度が始まった平成１２年度

では、月の保険料が２,０００円、３,０００

円程度だった方でも、年金が下がる一方で、

保険料は倍の６,０００円近くにもなっていま

す。このままでは、高齢者の増加や認知症が

ふえることが予想される中、ウナギ登りに上

昇していくことが予想されます。とても耐え
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られるものではありません。 

 市として、少子高齢化は以前からわかって

いたことですから、策を打ち出さなければな

らないと思います。本来であれば、国が責任

を持って負担する割合を以前に戻し、被保険

者の負担軽減に努めるべきものです。 

 よって、市は、住民を守るために、国に対

し国庫負担の増額を根気強く要求していくこ

とも必要だと思います。 

 そして、市としては、今後の高齢者増に伴

う介護保険料給付費の増加を見据えて、一般

財源に介護保険給付準備金の基金を積み立て

て、負担軽減の方策とすべきだと思います。 

 また、介護予防や認知症対策にあらゆる知

恵を絞り、今以上に乗り出し、元気で生き生

き暮らす、介護が必要のない高齢者をふやし

ていくことに全力で取り組むべきだと思いま

す。 

 しかしながら、保険料値上げありきの対

応、仕方ないだけの今の対応、現在の行政の

体制であります。 

 よって、私は、保険料値上げありきの介護

保険予算に対し、反対を表明いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、髙橋武志

議員。 

○２番（髙橋武志君） 私は、議案第６号平

成２７年度三沢市介護保険特別会計予算につ

いて、賛成の立場で討論いたします。 

 介護保険料は、介護給付見込み額や介護認

定者数、介護サービスの量などを予測して、

必要となる費用を算出し、そこから国、県、

市の負担などを収入額として差し引き、その

残額を保険料で賄う社会保険方式になってお

ります。 

 平成２７年度からの介護保険料は、高齢化

による介護認定者数の増加や、介護給付全体

の保険料の負担割合が、介護保険法の改正に

より２１％から２２％へと負担増となること

が引き上げの主な要因となっており、保険料

が下げられる要素はどこにも見当たらない状

況下にあります。 

 今回の介護保険料の見直しでは、国で示す

所得段階の基準が６段階から９段階となって

おります。しかし、三沢市は、特に低所得者

層に配慮するための負担軽減策として、独自

の所得段階を設定し、一自治体として努力し

た経緯がうかがわれます。 

 以上のことから、私は、今回の平成２７年

度三沢市介護保険特別会計予算については、

介護保険事業運営のために必要不可欠な予算

編成がなされたものであり、この議案につい

て賛成するものであります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。 

 これより、採決します。 

 議案第１号平成２７年度三沢市一般会計予

算及び議案第６号平成２７年度三沢市介護保

険特別会計予算を除く、議案第２号平成２７

年度三沢市国民健康保険特別会計予算から議

案第５号平成２７年度三沢市下水道事業特別

会計予算まで、並びに議案第７号平成２７年

度三沢市後期高齢者医療特別会計予算から議

案第９号平成２７年度三沢市立三沢病院事業

会計予算までの７議案は、委員長報告のとお

り決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第２号平成２７年度三沢市国

民健康特別会計予算、可決。議案第３号平成

２７年度三沢市食肉処理センター事業特別会

計予算、可決。議案第４号平成２７年度三沢

市農業集落排水事業特別会計予算、可決。議

案第５号平成２７年度三沢市下水道事業特別

会計予算、可決。議案第７号平成２７年度三

沢市後期高齢者医療特別会計予算、可決。議

案第８号平成２７年度三沢市水道事業会計予

算、可決。議案第９号平成２７年度三沢市立

三沢病院事業会計予算、可決とそれぞれ決し

ました。 

 次に、議案第１号平成２７年度三沢市一般

会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに
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賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第１号平成２７年度三沢市一

般会計予算については、可決と決しました。 

 次に、議案第６号平成２７年度三沢市介護

保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第６号平成２７年度三沢市介

護保険特別会計予算については、可決と決し

ました。 

───────────────── 

  ◎日程第１０ 議案第１０号から 

   日程第１６ 議案第４６号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１０ 議

案第１０号平成２６年度三沢市一般会計補正

予算（第５号）から日程第１６ 議案第４６

号平成２６年度三沢市一般会計補正予算（第

６号）までの計７件を一括議題とします。 

 補正予算審査特別委員会の審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。 

 これより、採決します。 

 議案第１０号平成２６年度三沢市一般会計

補正予算（第５号）から議案第１５号平成２

６年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算

（第３号）まで及び議案第４６号平成２６年

度三沢市一般会計補正予算（第６号）の７議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第１０号平成２６年度三沢市

一般会計補正予算（第５号）、可決。議案第

１１号平成２６年度三沢市国民健康保険特別

会計補正予算（第５号）、可決。議案第１２

号平成２６年度三沢市食肉処理センター事業

特別会計補正予算（第２号）、可決。議案第

１３号平成２６年度三沢市介護保険特別会計

補正予算（第３号）、可決。議案第１４号平

成２６年度三沢市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）、可決。議案第１５号平成

２６年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算

（第３号）、可決。議案第４６号平成２６年

度三沢市一般会計補正予算（第６号）、可決

とそれぞれ決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第１７ 議案第１８号から 

   日程第４６ 議案第４５号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１７ 議

案第１６号三沢市行政手続条例の一部を改正

する条例の制定についてから日程第４６ 議

案第４５号青森県新産業都市建設事業団に委

託すべき事業に関する計画の一部変更につい

てまでの計３０件を一括議題とします。 

 条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 なお、議案第３１号から議案第３５号まで

及び議案第３７号に対する討論の通告がござ

います。 

 最初に、議案第３１号から議案第３５号ま

での５議案に対する討論を行います。 

 発言を許します。 

 奥本菜保巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第３１
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号から議案第３５号までの５議案について、

当該議案は関連するものであることから、一

括して反対討論をいたします。 

 当該条例の５議案は、介護保険制度の改定

に伴い、自治体が実施する介護予防事業、新

総合事業に移行するための条例制定となって

います。 

 介護度が要支援の１、２の要支援者の訪問

介護、通所介護を保険給付から外し、市町村

が実施している地域支援事業に移すとしてい

ます。 

 その中身は、要支援者の訪問・通所介護の

代替サービスを加えて、新しい介護予防、日

常生活支援総合事業に改めるものです。この

新総合事業における介護予防、生活支援サー

ビス事業では、現在ある介護事業所が提供す

る専門的サービスと、ボランティアやＮＰＯ

などが行う多様なサービスに分かれます。そ

の狙いは、徐々に安上がりのサービスへと移

し、介護給付費の抑制を図ることです。 

 これまでの地域支援事業の事業費には、国

から当該市町村の介護給付費の３％という上

限がつけられています。新総合事業では、要

支援者サービスの給付費を、後期高齢者の人

口の伸び率に抑え込むという上限設定をして

います。 

 要するに、自治体が独自にさまざまなサー

ビスを行えば、国の補助では足りないため、

自治体の負担が大きくなっていきます。財政

力の弱い自治体では、多様なサービス事業は

できないということになってしまいます。 

 このように、介護保険事業は、今後、利用

者が利用料、自己負担が大きくなる一方で、

在宅でも施設でも、受けたいサービスが受け

られなくなるという事態を招きかねません。 

 私は、介護崩壊を招く介護総合法は容認で

きないため、関連する当該条例に対し、反対

を表明いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、議案第

３１号から議案第３５号までに対する討論を

終わります。 

 次に、議案第３７号に対する討論を行いま

す。 

 発言を許します。 

 奥本菜保巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第３７

号三沢市新産業創造支援センターの設置及び

管理に関する条例の制定について、反対の立

場で討論いたします。 

 当該条例は、青森県所有の八戸旧工科学院

三沢校を譲り受け、当市への企業集積を見据

えた新たな先端的産業の研究施設として、三

沢市新産業創造支援センターと名称を変え、

設置するため制定されるものとなっておりま

す。 

 この施設は、昨年の１２月議会の補正予算

において、土地と建物の取得費として３,２１

６万２,０００円、整備工事費として７,８０

８万１,０００円、合計１億１,０２４万６,２

００円を計上しています。さらに、平成２７

年度予算にも工事費１億２,１８７万６,００

０円の整備費が計上されています。トータル

で、当該整備費に２億３,２１２万円を全額補

助金なしの市単独で支出することになりま

す。 

 公園緑化公社の入居や研究施設の誘致を呼

び込むこととしています。その研究成果をも

とに、企業を誘致することを目的とし、三沢

市における雇用の創出と経済活性化を目指す

ことを掲げています。 

 しかし、このような社会経済の低迷とグ

ローバル化に歯どめがかからない状況の中

で、果たしてうまくいくのでしょうか。 

 また、誘致企業といっても、収益は本社に

流れていきます。雇用は、多くが臨時やパー

トなどの非正規雇用となっています。最近で

は、目まぐるしく変化する経済状況から、す

ぐに撤退する企業もあり、地元を混乱させて

いるケースも少なくありません。 

 県が行った企業を呼び込むための開発計画

では、青い森農林振興公社の債権３５７億

円、クリスタルバレイでは、国と県が４６億

円かけましたが、破綻しています。さらに、

東北デバイス、ＡＩＳ倒産によって、２５億
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円を県が穴埋めしています。企業誘致といっ

ても、なかなか厳しいものとなっています。 

 よって、今回の整備事業に当たっては、費

用対効果と公共施設マネジメントの観点から

も不安定な要素が多く、どうしても不安を払

拭することができません。 

 また、私は、昨年１２月議会において、当

該施設整備に対し反対を表明しております。 

 よって、以上の観点から、今回の議案に対

し反対をいたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、太田博之

議員。 

○８番（太田博之君） 議案第３７号に対し

て、賛成討論を行います。 

 三沢市新産業創造支援センター条例は、高

度な技術を有する研究開発型企業及び新商品

開発事業を展開する企業を支援、育成するこ

とによる、本市産業の振興及び地域住民の福

祉の向上を図るため設置するものでありま

す。 

 国内経済の伸び悩みにより、地方への企業

進出が厳しいと言われている昨今、三沢市で

は、当市における新たな企業の創出と地域産

業の発展を図るため、研究開発型施設の開設

に向け準備を進めるとともに、施設の設置場

所についても検討してまいりました。 

 このような中、平成８年に建てられ、平成

２１年３月をもって閉校となっている旧県立

八戸工科学院三沢校の県有財産について、有

効利用できる施設かどうか、内部で調査及び

研究を進めるとともに、県担当部局と協議を

重ねてきたところ、使用可能な施設であるこ

とに加え、財産の取得費についても、安価で

譲渡可能との回答があったものであります。 

 このことにより、当該施設を有効利用する

ことで、市で新たに土地を取得し、建築物を

新築することよりも費用が相当額低く抑えら

れ、財産上大きな利点もあることから、この

たび、これまでの職業能力開発施設から、産

業の振興支援を目的とした事務所施設及び地

域住民の福祉の向上を図るための公共用施設

として、この三沢市新産業創造支援センター

の設置を計画したものであります。 

 同センター内では、新商品の開発、新たな

先端的産業の創造などを目的とした企業によ

る研究が行われます。同センターは、卵から

ひなへ変わる、いわゆるインキュベーション

センターとして企業を育成し、事業化に成功

した際には、ここ三沢市で事業を展開し、地

元雇用の拡大が大いに期待される可能性を秘

めた施設であり、さらに申し上げると、ここ

三沢市で一大産業が創出される可能性をも期

待できる施設であると考えられます。 

 また、同条例では、地域の方々へ無料提供

できるスペースがある旨がうたわれておりま

す。今後は、各種コミュニティー活動の場と

して、さまざまな地域の事業に利用、活用さ

れることでありましょう。 

 最後になりましたが、三沢市総合振興計画

後期基本計画の策定のため、平成２４年２月

に行われた市民アンケート調査の結果、施策

の優先度の第１位が雇用・就業の場の確保、

第２位が新たな産業・企業の誘致でありま

す。このことからも、多くの市民の皆様の御

期待に応えるべく、三沢市新産業創造支援セ

ンター条例は、三沢市で始める起業を支援

し、将来的に三沢市の産業発展のために必要

不可欠な施設に関する条例であると考えるこ

とから、私は、議案第３７号三沢市新産業創

造支援センター条例の制定について賛成する

ものであります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。 

 これより、採決します。 

 議案第３１号三沢市介護保険条例の一部を

改正する条例の制定についてから議案第３５

号三沢市包括的支援事業の実施に関する基準

を定める条例の制定についてまで及び議案第

３７号三沢市新産業創造支援センター条例の

制定についてを除く、議案第１６号三沢市行

政手続条例の一部を改正する条例の制定につ

いてから議案第４５号青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関する計画の一部

変更についてまでの２４議案は、委員長報告
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のとおり決することに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第１６号三沢市行政手続条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第１７号地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて、可決。議案第１８号三沢市教育委員

会教育長の勤務時間等に関する条例の制定に

ついて、可決。議案第１９号三沢市特別職の

職員の給料等に関する条例及び三沢市教育委

員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第２０号職員の給与に関する条例等

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第２１号三沢市手数料条例の一部を

改正する条例の制定について、可決。議案第

２２号三沢市いじめ防止対策審議会条例の制

定について、可決。議案第２３号三沢市就学

指導委員会条例の一部を改正する条例の制定

について、可決。議案第２４号三沢市屋内

ゲートボール場条例の制定について、可決。

議案第２５号三沢市古間木運動広場条例を廃

止する条例の制定について、可決。議案第２

６号三沢市駐車場条例の一部を改正する条例

の制定について、可決。議案第２７号三沢市

駅前広場設置条例の一部を改正する条例の制

定について、可決。議案第２８号三沢市ケー

ブルテレビジョン施設の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第２９号三沢市保育の実施に

関する条例を廃止する条例の制定について、

可決。議案第３０号三沢市保育所設置条例の

一部を改正する条例の制定について、可決。

議案第３６号三沢市農民研修センターの設置

及び管理に関する条例を廃止する条例の制定

について、可決。議案第３８号三沢市都市公

園条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第３９号三沢市下水道条例の

一部を改正する条例の制定について、可決。

議案第４０号三沢市立三沢病院事業職員の給

与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、可決。議案第４１

号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の

制定について、可決。議案第４２号公の施設

の指定管理者の指定について（三沢市漁民研

修センター及び三沢市漁民厚生施設）、可

決。議案第４３号公の施設の指定管理者の指

定について（三沢市漁港機能施設）、可決。

議案第４４号青森県市町村職員退職手当組合

を組織する地方公共団体数の減少及び青森県

市町村職員退職手当組合規約の変更につい

て、可決。議案第４５号青森県新産業都市建

設事業団に委託すべき事業に関する計画の一

部変更について、可決とそれぞれ決しまし

た。 

 次に、議案第３１号三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３１号三沢市介護保険条例

の一部を改正する条例の制定については、可

決と決しました。 

 次に、議案第３２号三沢市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定についてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３２号三沢市指定地域密着

型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例

の制定については、可決と決しました。 

 次に、議案第３３号三沢市指定地域密着型
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介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条

例の制定についてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３３号三沢市指定地域密着

型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定については、可決と決しました。 

 次に、議案第３４号三沢市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の制定に

ついてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３４号三沢市指定介護予防

支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の制定

については、可決と決しました。 

 次に、議案第３５号三沢市包括的支援事業

の実施に関する基準を定める条例の制定につ

いてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３５号三沢市包括的支援事

業の実施に関する基準を定める条例の制定に

ついては、可決と決しました。 

 次に、議案第３７号三沢市新産業創造支援

センター条例の制定についてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３７号三沢市新産業創造支

援センター条例の制定については、可決と決

しました。 

───────────────── 

  ◎日程第４７ 議案第４７号 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４７ 議

案第４７号人権擁護委員候補者の推薦につき

意見を求めることについてを議題とします。 

 この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。 

 提案理由の説明を願います。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 議案第４７号につい

て御説明申し上げます。 

 議案第４７号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。 

 現委員の古田栄氏並びに山本悦子氏は、平

成２７年６月３０日をもって任期が満了とな

ることから、引き続き両氏を人権擁護委員候

補者として推薦いたしたく、提案するもので

あります。 

 御提案申し上げました古田栄氏並びに山本

悦子氏は、人格、識見ともにすぐれた方であ

り、両氏の略歴につきましては、議案書に記

載しているとおりでありますので、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。 

 この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 
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 よって、委員会付託を省略することに決し

ました。 

 なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、質疑・討論を省略し、直ちに採決しま

す。 

 議案第４７号は、これに同意することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第４７号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第４８ 議員提出議案第１号 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４８ 議

員提出議案第１号三沢市議会委員会条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を願います。 

 馬場騎一委員長の登壇を願います。 

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第１

号について、その提案理由を御説明申し上げ

ます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律の施行に伴い、委員会

に出席を求める者を教育委員会の委員長から

教育委員会の教育長に改めるため、三沢市議

会委員会条例の一部を改正する条例について

提案するものであります。 

 なお、詳細につきましては、議案書に記載

しているとおりでございます。 

 以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。 

 この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。 

 これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。 

 これより、採決します。 

 議員提出議案第１号三沢市議会委員会条例

の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり決することに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議員提出議案第１号三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、可決と決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第４９ 基地対策特別委員会

中間報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４９ 基

地対策特別委員会中間報告を議題とします。 

 舩見亮悦委員長。 

○１４番（舩見亮悦君） 基地対策特別委員

会においての審査中の事件について、会議規

則第４５条第２項の規定に基づき、中間報告

をいたします。 

 本委員会は、去る３月４日、三沢基地周辺

対策要望の進捗状況について委員会を開催い

たしました。 

 本委員会では、昨年、２度にわたり、執行

部とともに防衛省及び東北防衛局並びに総務

省、さらには県選出国会議員に対し、要望行

動を実施してまいりました。 

 今年度の要望項目は、昨年度からの継続で

あります三沢飛行場第二滑走路の早期着工に

ついて、再編交付金の交付期間の延長につい

て、集団移転跡地の有効利用について、生活

環境施設等の整備に対する支援について、航
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空機騒音の規制措置について、基地周辺住民

対策の充実について、地域振興に対する支援

について、国有提供施設等所在市町村助成交

付金及び調整交付金の改善についての８項目

と、昨年度まで要望項目としていた防衛施設

周辺の生活環境の整備等に関する法律の運用

改善についてとしていた項目を、住宅防音工

事に係る制度等の是正について、地域の実情

に応じた移転措置について、特定防衛施設周

辺整備調整交付金の増額についての三つに分

割し、合わせて計１１項目とし、それらにつ

いて進捗状況の説明を受けました。 

 説明では、住宅防音工事の１月末現在の実

績として、昨年度に比べて件数で１７４件、

金額で４億３,０００万円と、ともにふえてい

るほか、特定防衛施設周辺整備調整交付金

は、前年度より１,０２８万４,０００円の

増、さらには総務省所管分の基地交付金は、

前年度より７８２万７,０００円の増となって

いるものもあるが、いまだ課題を残す項目も

ありました。 

 本委員会といたしましては、基地が存在す

る我が三沢市に暮らす市民の生活を守ること

が大きな責務であることから、それぞれの課

題の早期実現に努力し、成果としてあらわれ

るように、今後も根気強く活動を継続してま

いりたいと考えております。 

 以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。 

───────────────── 

  ◎日程第５０ 三沢駅周辺地域等活

性化対策特別委員会

中間報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第５０ 三

沢駅周辺地域等活性化対策特別委員会中間報

告を議題とします。 

 西村盛男委員長。 

○１１番（西村盛男君） 三沢駅周辺地域等

活性化対策特別委員会における審査状況につ

きまして、会議規則第４５条第２項の規定に

基づき、中間報告をいたします。 

 本委員会は、先般、２月２４日に会議を開

催し、三沢駅周辺整備事業の進捗状況等につ

いて調査をいたしました。 

 当該会議では、執行部から平成２６年度基

本設計業務委託の進捗状況について、平成２

７年度予算の概要について、今後のスケ

ジュールについて、以上の３件について説明

があり、平成２６年度基本設計業務委託につ

きましては、基本設計策定に当たり、関係機

関である青森県や青い森鉄道株式会社、十和

田観光電鉄株式会社と協議をしながら実施し

てきたものの、施設配置や従業員駐車場の位

置など、各関係機関との協議、調整に時間を

要していることから、３カ月から４カ月程度

期間を延長し、本年度予算を翌年度に繰り越

しをした上で実施していく予定であること。 

 平成２７年度当初予算におきましては、実

施設計業務にかかわる委託料や事務費に７,２

６２万５,０００円を予算計上し、実施予定で

あること。 

 今後のスケジュールとしましては、基本設

計を平成２７年７月までに完了し、その後、

国への補助申請手続等を経て、実施設計業務

を平成２８年３月末までの委託期間で発注

し、平成２８年度には、用地買収や建物の移

転補償契約の締結、平成２９年度から工事に

着手し、当初計画どおり平成３０年度での完

了を見込んでいるとの説明がございました。 
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 また、委員からは、各問題に対する今後の

処理方針を確認するとともに、整備予定地区

から外れていた北側部分の整備について、市

としてどのように考えているのか。また、県

道の拡幅をはじめとした当該地域の整備に当

たって、執行部と議会が一丸となって県に対

し必要に応じて要望行動をするべきではない

かなどの意見が出されたところでございま

す。 

 当委員会といたしましては、今後において

も、設置目的である市民生活のさらなる利便

性向上や観光政策の活性化が図られるよう、

事業進捗状況等の調査を行うとともに、必要

に応じた要望行動を実施することにより、三

沢駅周辺地域の活性化に取り組んでまいりた

いと考えていることから、引き続き閉会中の

継続審査とすることを申し添え、三沢駅周辺

地域等活性化対策特別委員会の中間報告とさ

せていただきたいと思います。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、三沢駅周辺地域等活性化対策特別

委員会については、引き続き閉会中の継続審

査とします。 

───────────────── 

  ◎日程第５１ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第５１ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 鈴木重正委員長。 

○７番（鈴木重正君） 平成２７年２月１０

日に開催いたしました総務文教常任委員会所

管事務調査の内容につきまして御報告申し上

げます。 

 今回は、平成２６年度学習状況調査の結果

及び今後の対応についてと、防災対策の取り

組みについての２件を調査いたしました。 

 まず、１件目の平成２６年度学習状況調査

の結果及び今後の対応についてであります。 

 教育委員会の説明によると、本調査は、県

内小学校５年生と中学校２年生を対象に、国

語、社会、算数・数学、理科、英語の学習状

況について実施したものであり、教科総合で

見ると、小学５年生については、三沢市は県

平均の通過率を３.２ポイント下回り、過去５

年間の推移は上昇傾向にあったが、今年度大

幅に低下したとのこと。中学２年生について

は、県平均を０.３ポイント下回っているもの

の、過去５年間の推移で見ると、上昇傾向に

あるとのことでありました。 

 また、今年度から、全問題数の半分程度に

ふやした活用問題の通過率が低いとのこと。

英語については、活用問題も含め、県平均を

上回っているとのことでありました。 

 今後の対策として、問題解決的な学習課程

の授業を繰り返し行うよう学校への指導、活

用力を意識した取り組みの促進、教師力向上

に向け、各種研修会等に取り組む考えが示さ

れました。 

 委員からは、他自治体の学力向上における

先進事例を参考に、近隣や県平均に追いつく

のではなく、追い抜く気構えで取り組んでほ

しいなどの意見が出されました。 

 次に、防災対策の取り組みについてであり

ます。 

 執行部からの説明によりますと、東日本大

震災以降の取り組みとして、三沢市復興計画

については、平成２７年３月末時点で、１０

０事業中８４事業が完了見込みであり、継続

中の事業について、被災者住宅再建支援事業

については平成２８年度まで、被災した漁業

者への融資については平成２９年度まで実施

するなどの説明がありました。 
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 また、地域防災計画については、道の駅み

さわ等、一時避難場所を２６カ所追加指定し

たこと。青森県地震・津波被害想定調査の結

果に基づき、被害想定の修正を行ったとのこ

と。そのほかに、住民みずからが主体的に取

り組み、実施する防災事業に要する経費の助

成や、住民にとってわかりやすいハザード

マップを策定したこと等が挙げられ、委員か

らは、放射線測定器の有効活用により、三沢

市の農産物、魚介類の安全・安心のＰＲにつ

なげてほしいといった意見などが出されまし

た。 

 以上、２件について調査いたしましたが、

学力の向上については、次代を担う子供たち

の将来に大きな影響のある問題であり、ま

た、防災対策につきましては、住民の生命、

財産にかかわる重要課題であることから、本

委員会といたしましては、今回の調査を踏ま

え、今後も必要に応じて意見・提言をさせて

いただきたいと考えております。 

 以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第５２ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第５２ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 加澤明委員長。 

○３番（加澤 明君） 報告いたします。 

 先般、２月２５日に行いました産業建設常

任委員会の所管事務調査について、その概要

を御報告申し上げます。 

 今回は、経済部の所管事務で、豚流行性下

痢の発生状況と、食肉処理センター事業計画

への影響についてと、(仮称)三沢市中小企業

振興条例についてを調査いたしました。 

 はじめに、豚流行性下痢の発生状況と、食

肉処理センター事業計画の影響についてであ

りますが、執行部の説明では、県内におい

て、平成２６年２月から本年２月まで２５件

の発生が確認され、このことが主な要因とな

り、２６年度の食肉処理センター収支計画が

当初予定処理頭数から３万２,０００頭減の４

０万３,０００頭、事業収入が当初計画より約

８,０００万円減の約８億７,５００万円とな

る見込みで、今年度は計画処理頭数が達成で

きない状況となったものの、来年度以降は

徐々に処理頭数をふやし、平成３０年度以降

は年間処理頭数４９万頭を目標として事業展

開していくとのことでありました。 

 三沢市食肉処理センターは、食品衛生の国

際基準ＳＱＦを取得するなど、当市にとって

も最も重要な施設の一つであり、また、畜産

業は重要な産業の一つであることから、今後

も引き続きその動向を注視し、必要に応じて

調査、助言をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、(仮称)三沢市中小企業振興条例につ

いてでありますが、執行部からは、三沢市中

小企業振興条例検討委員会での当該条例制定

に向けての検討状況と現時点での素案につい

ての説明があり、また、今後については、市

ホームページでパブリックコメントを募集

し、市民からの意見を踏まえ、最終答申案と

するとのことでありました。 

 委員からは、市のやる気や企業の自主的な

努力はもちろんのことであるが、市民への理

解と協力をどのように求めていくのかとの質

問があり、執行部からは、中小企業の振興に

関するさまざまな施策を取りまとめたビジョ

ンを作成して、市民に理解と協力を求めてい

くとの答弁がありました。 

 当市においては、企業の９９.８％が中小企

業であり、地域経済、雇用、さらには地域活

動など、中小企業は三沢市にとって重要な役

割を担っている存在の一つであると考えま
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す。 

 今後においては、中小企業の振興に関する

施策等について調査、研究してまいりたいと

考えております。 

 以上、産業建設常任委員会の所管事務調査

報告といたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第５３ 民生常任委員会所管

事務調査報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第５３ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。 

 太田博之委員長。 

○８番（太田博之君） 去る３月４日に開催

いたしました民生常任委員会所管事務調査の

内容について御報告申し上げます。 

 今回の会議では、三沢市地域包括ケアにつ

いて、さらに、介護保険料の改正について所

管事務調査を行いました。 

 先般、本委員会において、静岡県掛川市が

取り組んでいる地域包括ケアシステム等につ

いて行政視察してまいりました。 

 そこで、当市における地域包括ケアの実情

と、今後、この事業をどのように進めていく

かについて説明を受けました。 

 市では、地域包括支援センターを、地域住

民が心身の健康の保持及び生活の安定のため

に必要な援助を行うことにより、地域住民の

保健・医療の向上及び福祉の増進を包括的に

支援することを目的として、また、包括的支

援事業等を地域において一体的に実施する役

割を担う中核機関として、平成１８年に市直

営で開設し、地域の高齢者や要介護認定者の

家族などを対象に包括的支援事業、介護予防

事業、任意事業の三つの事業を地域包括支援

センターが主体となり、推進しているとのこ

とであります。 

 さらに、今後は、地域ケア会議の充実、認

知症施策の推進、医療・介護との連携、生活

支援の基盤整備などの充実強化に取り組んで

いくとの説明がありました。 

 委員からは、各事業を行う上で、保健師の

役割は非常に重要であることから、増員等の

考えはあるのかとの質問に対し、執行部から

は、今後、介護保険事業はますます業務量が

ふえる中で、保健師を含めた業務体制を整備

していく必要があるため、人事担当課と協議

してまいりたいとのことでありました。 

 続いて、介護保険料の改定について執行部

から説明があり、改定は、介護保険法施行令

第３８条第２項で、計画期間である３年間ご

とに算定するものと規定されており、平成２

７年度は、第６期介護保険事業計画の初年度

となることから改正することとした。さら

に、三沢市では、課税世帯の低所得者層の救

済のため、さらにきめ細かい保険料設定と

し、高所得者層に負担をいただく設定とした

旨の説明がされました。 

 委員からは、雇用の場の拡大や出生率を上

げていくことが抜本的な保険料の軽減につな

がると思うが、市として将来に向けどう取り

組むかとの質問があり、それに対し、執行部

より、市としても雇用の場の創出や子育て環

境の充実など、あらゆる実現性のある施策に

取り組んでまいりたいとのことでありまし

た。 

 本委員会としては、市民の生活の向上、安

心・安全な暮らしの確保を第一に、今後とも

随時調査を行い、意見・提言してまいりたい

と考えております。 

 以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 
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 民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第５４ 議員の派遣について 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第５４ 議

員の派遣についてを議題とします。 

 詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。 

 お諮りします。 

 地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。 

───────────────── 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。 

───────────────── 

  ◎市長挨拶 

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、特に市

長より発言の申し出がありますので、この

際、発言を許します。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 平成２７年三沢市議

会第１回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。 

 今定例会は、去る３月２日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２７年度三沢市

一般会計予算及び各特別会計等の予算をはじ

め、行政運営上必要な条例の制定等、追加議

案を含め４７の案件について慎重なる御審議

を賜り、それぞれ原案どおり御議決、御同意

を賜りまして、まことに感謝にたえないとこ

ろであります。 

 御議決賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして議員各位か

ら賜りました御意見、御提言等を十分尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げ、甚だ簡単であります

が、閉会に当たっての御挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

───────────────── 

○議長（小比類巻雅彦君） これをもって、

平成２７年三沢市議会第１回定例会を閉会し

ます。 

午前１１時２３分 閉会   

 

 


